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本校のめざすもの

人に学び、地域と歩む ～夢を地域とともに～

今年度より本校はコミュニティスクールとなり、学校と地域の方々とが力を
合わせて生徒のみなさんの成長をサポートしていきます。「いしかわ ＷＯ
ＲＫ & ＬＩＦＥ教育」を通したキャリア教育や探究活動に加え、教科の
学習、学校行事、部活動など学校生活全般にわたり、地域と結びつきながら
学びの充実に努めます。また、安心して学校生活を送ることができるため
に、小規模校ならではの心のサポートにも力を入れます。本校は、皆さんの
夢の実現を、たくさんの人に支えながらかなえることができる学校をめざし
ています。

学校案内より



１ 学校運営協議会の目的



（１）学校運営の視点

■ ○１学級本校化

■ 令和８年度以降

■ 生徒数 ４０人×３学年＝１２０人

■ 教諭数 ７人 （養護教諭、講師等を除く）

■ 学習環境をどの様に充実させていくのか。

■ ○地域と共に歩みを進める学校の推進

■ 地域と学校のウェルビーイング（幸福）にどの様に貢献できるのか。
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同窓会、行政、商工会との

連携、石川小、石川中と連

続性のある教育活動、石川

地域ならではの教育を構築

学科/ 学年 １ ２ ３ 合計

普通科 28 48 50 126

３年次 「地域に貢献する」 探究×進路
４月 個人課題再考・修正
５月～ 個人探究活動
６月 中間成果発表会
１月 最終成果発表会

２年次 「地域で学ぶ」 探究活動開始
４月～ 個人課題テーマ決定
６月 中間成果発表会
７月～ 個別探究活動開始

外部講師活用事業
１月 最終成果発表会

１年次 「地域を知る」地域課題の発見
５月 まち歩きフィールドワーク
９月 自治センター訪問

１２月 地域人材による講話
１月 最終成果発表
１月～ テーマ設定開始

生徒が育つ・いしかわWORK&LIFE教育を支える恵まれた学びの環境
自治（防災講話等）・産業（２年次インターンシップ）・文化（民謡講座等）・歴史（自由民権発祥の地）・環境（鉱物フィールドワーク）

キャリアチャレンジ

（事業所での職場長期体験実習）

伸ばしたい能力：

１ 人間関係形成、社会性

２ 自己理解、自己管理

３ 課題解決能力

４ コミュニケーション能力

５ キャリアプランニング能力など

「地域に貢献できる人材の育成を目指します」

石川高校 地域協働推進校 いしかわWORK&LIFE教育

■ 人に学び、地域と歩
む

キャリアチャレンジ ２年次 ４月～７月で１事業所 ９月～１月で１事業所
３年次 通年で１事業所

地域創造探究（総合的な探究の時間）
１年生１単位 ２年生１単位 ３年生２単位

重点目標１

基礎学力の定着と「学び」の質的向上を図ります。

重点目標２

豊かな心と健やかな体を育てま
す。

重点目標３

進路希望の100％実現を目指します。

重点目標４

信頼される開かれた学校作りを進めま
す。

地域を知る

地域で学ぶ地域に貢献する

地域に伝える

中間成果発表会（９月）

その他外部での発表

望ましい職業観・勤労観の育成と進路
適性の発見

地域人材、資源を活用した地域創造探究活動

石川町内事業所

キャリアチャレンジ受入
合同企業説明会
地元企業見学会受入

石川高校

１. 進路希望に応じた２つのコース制

アカデミック探究コース ～基礎から学んで未来を創ろう～

キャリア探究コース ～よりよい職業観を育成しよう～

２. １人１台端末を活用した個別最適化学習の充実

３. 学校行事・各種体験活動の充実

福島県立石川高等学校スクールミッション
高校の存在意義 校訓「自律」「進取」「信義」のもと、県中地区の地域協働推進校に位置する普通科の高校
期待される社会的役割 確かな学力の定着と適切な職業観・勤労観の形成を通して、「生きる力」や「人間力」など

社会的・職業的自立に必要な能力を身に付けることにより、地域創生を担う人材を育成する学校
目指すべき学校像 「キャリアチャレンジ」と「地域創造探究活動」等の体験による生きた学びを通して、多様な

進路を実現し、地域に信頼され、地域と共に歩みを進める学校

コミュニティスクール

石川町役場

高校魅力化事業
石川町高校生と共に創る
まちづくり事業

最終成果発表会（１月）

情報
活用
能力

対話力

思考力 表現力



（２） 協議会がめざすもの

■ ○学校運営の参画者の一員として、学校が抱える課題を解決するための
幅広いアイデアを出し合い、実施上の協力をいただく。

■ ○生徒が社会とともに生きるために必要な課題解決能力や協働性を育む
ための方策についてのアイデアを出し合い、実施上の協力をいただく。



２ 規約

■ ①委員数は１５名以内 令和６年度は９名

■ ②任期２年（再任あり）

■ ③会長が招集し議長を務める

■ ④３部会制 部会長は委員、副部会長は事務局員

■ 学校活動の改善・充実にあたる

■ ⑤事務局は、教職員。庶務を行う。

■ 別紙協議会規約より



３ 学校との関係

連携

支援

評価

学校

ＰＴＡ

同窓会

学校評議員会

運営協議会



学校経営・地域連携 部会 学校経営部会生徒活動部会 学校経営・地域連携・
生徒活動 部会

承認



４ 年次計画

■ １年次 1学級本校化からの学校運営の充実の視点

■ 学校の実態を知り、学校運営の充実に向けた支援のあり方を探る

■ ２年次 学校運営の充実へ向けた改善の視点と地域協働の視点

地域協働の視点からの、学校運営の改善に向けた取り組みの提案と支援

■ ３年次 地域協働の視点を踏まえた、１学級×３学年完成年度としての学校運営の改善

■ 地域協働の視点を取り入れた学校づくりに向けた提案と支援


